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新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 の お 知 らせ （第327回 ）

日 時

場 所

平成30年11月6日 （火）午 後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第4会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線）①番出 口より2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線）①番出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員 会館 玄関 にて、通行証を差 し上げます。その時刻前に到

着 された方は、恐縮ですが、受付脇のロビーにてお待 ち下 さい。ま

た、会議開始後にお越 しの方は、受付 に 「第4会 議室 に行 きたい」

旨お伝 え下 されば、お迎えに参 ります。

議 題1、 最近の再生 ・新エネルギーについて想う

挨拶 中島稔新エネルギー委員長

2、 拡散焼結技術を用いた高効率燃料電池

解説 藤代芳伸産総研無機機能材料研究部門グループ長

3、 『新エネルギー関連ニュースNO．180』

解説 中島稔新エネルギー委員長

報 告 去 る10月2日 開催 の第326回 新 エ ネ ル ギ ー 委 員 会 は 、 中 島

稔 新 エネル ギー委員長 が議長 を務 め行 われ ま した。

まず、中島委員長 より、「最近 の再生 ・新エネル ギーについて想 う」

と題 して開会挨拶がありました。電気 自動車の時代は到来 しない とい

う予測がある。充電時間が長いわ りに電気代が安すぎて、電気 ステー

シ ョンを作って も採算が合わない。そもそも電気 をつ くるのに温室効

果ガスを排出することになるので無意味、 とい うのがその論拠 だ。思

えば、超電導、常温核融合、量子 コンピュータな どかつて夢の技術 と

してもてはや されたが、いまや進歩せずに消えて しまった技術 もある。

次に、清原淳平専務理事より、本 日の講師 ・岩澤康裕電気通信大学燃

料電池イノベーシ ョン研究センター長の経歴紹介があ りました。次に、岩澤教授

より、 「水素社会 に向けた燃料電池 開発 と最先端放射光計測」 と題 して解説 を

いただきま した。固体高分子型燃料電池は、左のア ノー ド極か ら水素を供給、

右のカ ソー ド側か らは酸素を供給 している。今までは両極共 に高価 なプラチナ

を電極 に使用 していたので、プラチナの使用量をいかに少 な くできるかが課題

となる。そこで、カソー ド側 の電極 にプラチナ とコバル トの合金 を極微粒子に

して酸化水素を付着す る方法に行 きっいた。 この方法は、純粋プラチナ と比べ

5～8倍 の活性 を示 し、耐 久性 も十 分。 さらに、プラチナ とニ ッケル の合金 を

結晶化 させ ると、プラチナ単体の15倍 の活 性 を示 す こ とも発 見 した。一般的

には活性が上がると耐久性は低下す るが、触媒に関 してはその両立に成功 した。

しか し、低 コス ト化 には さらなるブ レイクスルーが必要 とな る。研 究中に、N

EDOの 協力 に よ り、独 自の大規模放 射光施設 を設置できた。 これによって、

今までは燃料電池を動か した後、停止 して、分解 して計測 していたが、その方

法では成分が変わって しま うこともあ り、正確 性に欠 けていた。 この放射光技

術 により、触媒の働 きが リアル タイムで把握できるようになった。 しか し、依

然 として本質部分 については未解明の部分も多い。

次に、中島稔委員長 よ り 『新エネルギー関連ニュースNo．179』 の解説 が あ

りま した。今 回 は、080mm角 の高効 率燃 料 電池 の作 製 に成 功。バ リウム系

の素材 を電解質材料 として発電効率75％ を実 現で き る可能性 があ る とい う。

○合金 に水素を吸着 させ る技術。金を表面に並べることで最大40倍 に効 率 向

上。 よ り安価 な金 属で応用 を 目指す。○西 日本豪雨の影響で、故障 した太陽光

パネル が環境 に悪影響を及 ぼす。故障中でも光が当たれば発電 し続 け、感電の

リスクがある。 リサイクル には廃棄の2倍 の費用 が かか る。設 置 時 に削った山

の斜面が崩落 したなどの被害報告が入っている。○浅い海域 に導入できる新型

洋上風力発電の実証機完成。 ○黒潮発電の実用化に向けた取組。海 中に沈 めた

回転翼で発電。○波力発電の実証実験をモルデ ィブで開始。1基10kw程 度

の小 型 を多 く並べ て コス ト削減 を狙 う。○バイナ リ地熱発電の活用。10年 後

に3倍 の設備 容 量 を 目指す 。 な どの解説があ り、一同大いに勉強にな りま した。

★ レクチュアにつき、当日会費 会員千円にご協力を。

次回、11月6日 （火）の新エネルギー委員会に

テロ対策への警備からの要請上、会 員に限ります。

非会員で参加希望者 は、2日 前までに履歴書をご提 出下さい。

（その際の会費は二千円となります。）
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